The actor Focus Causative Verb in Tagalog - Based on Contrast with the Japanese - by 小林, 由佳 et al.
思言 東京外国語大学記述言語学論集 第 12号 (2016) 
タガログ語の行為者焦点使役動詞について
―日本語との対照から― 
小林 由佳 
（東南アジア課程 フィリピン語専攻） 
キーワード：タガログ語，使役，行為者焦点，待遇表現
0. はじめに
タガログ語1の使役動詞には、普通動詞と同じく、複数の焦点が存在する。そのうち、行
為者焦点使役動詞は、接頭辞 MAGPA- で作られる（1.2. 節で詳述。以下、MAGPA 動詞と
する）。MAGPA 動詞と対応する表現が、日本語ではどのような構文で現れやすいのか、帰
納的な調査に基づいた研究は管見の限り見つからない。本稿ではタガログ語と日本語の小
説の対訳を用いた調査を行い、対照研究によりその実態の一端を明らかにした。 
本文中の例文番号、グロス及び外国語文献の日本語訳、例文中の下線は特に断りの無い
限り筆者によるものとする。接辞には多くの異形態があるが、大文字でそれらを代表して
示すこととする。 
1. 先行研究
タガログ語と日本語の使役動詞を対照した先行研究は管見の限り見つからなかった。本
節ではまず、1.1. 節で使役構文の種類について、Comrie (2003) の記述をまとめる。次に、
タガログ語と日本語の使役動詞や関連する表現に関わる先行研究をそれぞれ 1.2. 節と 1.3.
節でまとめる。 
1.1. 使役構文の種類 
本節では、Comrie (2003: 281-282) の使役構文の種類に関する記述をまとめる。 
 Comrie (2003) は、使役をエンコードするあらゆる文法的デバイスを使役構文と呼んでい
る。使役構文には、生産性のある接尾辞を付加し表す形態的使役、迂言的に表す分析的使
役、完全に異なる語彙的な項目によって使役を表す語彙的使役の 3種類がある。さらに、
はっきりと定義できるこれら 3つのタイプに加え、中間的な変種も存在する。2 
(Comrie 2003: 281-282) 
1 フィリピン諸語の 1 つであり、オーストロネシア語族、ヘスペロネシア語派、中央フィリピン諸語、中
部フィリピン語群に属し、小語群レベルで孤立する。英語と共にフィリピンの公用語であるフィリピノ語
は、タガログ語を多少形式化したものである。1975 年時点での話者数はおよそ一千万人。動詞は接辞と
語根から形成され、動詞につく接辞の種類により分類される。接辞は文のどの補語が焦点になっているか
を示す。 (以上、山田 1989: 578-579 要約) 
フィリピノ語は「タガログ語を多少形式化したもの (山田 1989: 578)」とされているが、文法上の違い
はほとんど見られないため、フィリピノ語及びフィリピン語の文献も本稿ではタガログ語と同様に扱う。
名称もタガログ語として統一する。 
2 Comrie (2003) はフランス語での例を挙げ、具体的に説明をしているが、本稿では省略する。 
97
小林 由佳 
1.2. タガログ語の使役動詞 
タガログ語の使役動詞について、Schachter and Otanes (1972: 321-330) の記述をまとめる。
Schachter and Otanes (1972) では、使役動詞という表現は使われていない。その代わりに、
行為者が、動詞の示す行為を行っている動詞を「直接行為動詞」と呼んでいる。その一方
で、行為者が、動詞の活動が行われることを引き起こしたり、許したりすることで関与し
ているものを「間接行為動詞」と呼んでいる。 
間接行為動詞には直接行為動詞と対応する 7 つの焦点（行為者焦点、対象焦点、方向焦
点、恩恵焦点、理由焦点、場所焦点、話題焦点）と、間接行為動詞特有である被使役者焦
点の、計 8 つの焦点の種類がある。これらのうち、行為者焦点の直接行為動詞に対応する
間接行為動詞には、接辞 MAGPA- を用いる。（例外：MANG- 動詞）行為者焦点の間接行
為動詞の文では、動詞の行為を許可する人称、または引き起こす人称に焦点が当たり主題
となる。 
(Schachter and Otanes 1972: 321-330 要約) 
1.3. 日本語の使役動詞に関連する表現 
1.3.1. セル／サセル 
以下、日本語記述文法研究会編 (2009a: 261-270) の記述をまとめる。 
 使役文は、「使役者（使役の主体）が、被使役者（動きの主体・能動主体）による動きの
実行・成立に関わっているものとして事態をとらえ、表現するもの」である(日本語記述文
法研究会編 2009a: 261)。また、使役文には、①使役者が間接的に事態の成立に関わるもの、
②使役者が直接的に事態の成立に関わるもの、③使役者が事態の成立には積極的に関わら
ないもの、の 3 つのタイプが存在し、それらはさらに、能動的使役文、受動的使役文、原
因的使役文、他動的使役文、有責的使役文の 5つにわけられる。 
(日本語記述文法研究会編 2009a: 261-270 要約) 
1.3.2. テモラウ文 
 早津 (2004: 133-134) において、テモラウ文3は、「使役表現と近接する(早津 2004: 133)」
表現として紹介されている。以下、使役と近接した意味でテモラウ文を使う場合について、
早津 (2004: 133-134) の記述を要約する。 
 使役文は、他者の意志動作の惹き起こしを表す事を幅広く表現することができる。しか
しながら、動作の惹き起こしにより、惹き起こし手自身が利益や恩恵を受ける場合では、
使役文は使いづらい。このような場合、「ダレに（～を）V-テモラウ」という構文を使う
方がふさわしい。 
(早津 2004: 133-134 要約) 
3 先行研究では「V-テモラウ」の構文(早津 2004)、「てもらう」(日本語記述文法研究会編 2009a)など、
様々な呼び名が見られたが、本稿では「テモラウ文」として統一する。
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1.3.3. 待遇表現 
 以下、日本語記述文法研究会編 (2009b: 227-230) より、日本語の待遇表現に関する記述
を概観する。 
 
 同じ事態を述べるのに、対人関係や場面差などに配慮して使い分ける表現を待遇表現と
いう。待遇表現の選択に関わる対人関係には、話し手・聞き手・話題の人物の間の上下関
係や親疎関係、教える側と教わる側・買う側と売る側というような立場関係がある。場面
差には、公的な場と私的な場などの違いがある。話し手はこれらの対人関係や場面差を把
握したうえで言語表現を選択しようとしている。待遇表現は、円滑なコミュニケーション
の維持・促進を目的としたものであるため、対人的な配慮が必要になる行動を行う場面で、
もっとも多様な表現が生じる。 
(日本語記述文法研究会編 2009b: 227-230, 289 要約) 
 
 しかし、実際の場面における言語運用については、以下のような記述がある。 
 
 実際の言語運用においては、命令の表現を避けて依頼の表現を用いたり、申し出の意図で
許可求めの表現を用いたりするなど、待遇表現の相互乗り入れ（転用）も起きる。特に、命
令・禁止は強制的な要求を示す対人行動であるため、気をつかう相手には用いにくい。 
(日本語記述文法研究会編 2009b: 291 下線は筆者による) 
 
 この記述は 2.3. 節の考察に関連する重要なものであり、留意されたい。 
 
1.3.4. 使役と他動詞 
 使役と他動詞文の関係に関する記述を、日本語記述文法研究会編 (2009a: 273-275) より
まとめる。 
 
 「止まる／止める」「降りる／降ろす」などの対応する自動詞・他動詞のペアを持つ動詞
において、他動詞文と自動詞の使役文が互いに類似した意味を表すことがある。ただし、
これらが類似した意味を表すのは、被使役者が有情物である場合だけである。被使役者が
無情物のときは、使役文は不自然になる。 
(日本語記述文法研究会編 2009a: 273-275 要約) 
 
1.4. 先行研究の問題点と本稿のねらい 
 タガログ語の行為者焦点使役動詞は接辞 MAGPA- などのつく形態的使役であるが、こ
れと対応する場合の日本語ではセル／サセルのつく形態的使役のほか、「止める」などの語
彙的使役も存在する。またテモラウ文などの近似した表現もある。さらに実際の言語の運
用の際には、待遇表現の転用も予想される。しかしながら両者を対照した研究は管見の限
り見つからない。 
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 これらを踏まえ、フィリピン語の使役動詞が対応する日本語の構文はどのようなもので
あるのか、帰納的な調査から検証する必要があると筆者は考える。本稿では、MAGPA 動
詞のみに絞ることとする。 
2. 調査
卒業論文では本調査に先駆け、学習参考書を用いた予備調査を行った。詳しくは割愛す
るが、予備調査では学習参考書から日本語訳のある使役動詞を抜き出し分析をした。しか
し予備調査では、文脈から考察ができないという課題が残った。また、予備調査では抽出
した用例のうち 50％以上がセル／サセル形であり、筆者はこの結果をもとに以下の仮説を
立てた。 
仮説：参考書からの例は、使役がわかりやすいものばかりであることが予想される。小 
説を用いた調査では、形態的使役以外の多様な例がでてくるのではないか。 
 そこで、本調査では、タガログ語の小説とその日本語版を用い、各構文の現れる傾向・
要因の一端を明らかにすることを試みた。 
2.1. 調査方法 
タガログ語で書かれた小説と、その日本語版の計 2 冊を用い、調査を行う。小説は作者
がタガログ語圏出身であり、タガログ語の母語話者の作品と想定されるもの、且つ、日本
語版の出版されているものを選んだ。 
 調査ではまず、タガログ語版のなかから、行為者焦点使役接辞 MAGPA- とその活用形
のついた文と、日本語版での対応部分を手作業で抜き出した。この際、元になる動詞が辞
書に載っておらず、判断がつかなかった用例は取り除いた。抜き出した用例のうち、
MAGPA- のついた用例を、①セル／サセル文 ②テモラウ文 ③意訳 ④自他対応の動詞 
⑤その他 の 5 つに分類・整理した。
 調査には以下の小説を使用した。尚、調査の範囲は 15 章（原書：105 ページ、日本語版：
108 ページ）までとした。 
Hernandez, Amado V. (1974) Luha ng Buwaya［全 347 ページ］ 
ヘルナンデス，アマド・Ｖ (1997)『鰐の涙』鉢谷純子訳［全 355 ページ］
調査における日本語版との対応の判断には、以下の辞書を用いた。 
Leo James English Tagalog-English dictionaly (1986) 
『ジーニアス英和辞典 第 4 版』(2006) 
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2.2. 調査結果 
 調査の結果、33 例の MAGPA 動詞が得られた。うち、セル／サセル形は 6 例、テモラウ
形は 1例、意訳が 4 例、語彙的使役の他動詞 9例、その他 13 例で現れた。次の節で、それ
ぞれの結果について見ていく。 
2.3. 考察 
 調査資料より抜き出した例文は、筆者が形態素ごとに分け、グロスをつけた。MAGPA
動詞には下線を加えた。一部用例の括弧、注釈及び波線は、特に断りのない限り筆者によ
る。 
2.3.1. ①セル／サセル形 
 学習参考書を用いた予備調査では、全体の半分以上がセル／サセル形で現れていたが、
小説を用いた本調査では、全体の 18.2％である、6 例しかセル／サセル形が現れなかった。
小説では、日本語での典型的な使役であるセル／サセル形は出づらいと予想される。 
2.3.2. ②テモラウ 
 抜き出した 33 例のうち、1 例が、テモラウのかたちで現れた。46例中 10 例テモラウ文
が現れた予備調査の結果とあわせても、使役に近いテモラウ文は、一定の頻度で現れると
言える。 
(1)は登場人物の女性が、美容院での出来事を思い出す描写の一部である。ヘアピンを温
め、それを髪にあてられただけの粗末なパーマの経験である。 
(1) Kaya  nag-pa-init      na lamang siya ng= ilan=ng aguhillya, 
だから AF:CAUS:PFV:温かい  もう だけ 3SG.NOM  GEN= 数個=LK ヘアピン
彼女は、ヘアピン数個を温めてもらい、（略） 
〔74, 764〕 
 女性のパーマの注文により、美容師はヘアピンを温めた。これは 1.3.1. 節で述べられた
使役文の定義「使役者（使役の主体）が、被使役者（動きの主体・能動主体）による動き
の実行・成立に関わっているものとして事態をとらえ、表現するもの(日本語記述文法研究
会編 2009a: 261)」と近いと言える。美容師と客という人物関係から、依頼の待遇表現とし
てテモラウ文が出たのではないかと考えられる。 
2.3.3. ③意訳 
 抜き出した 33 例中 4 例が、元の動詞が日本語訳では省略されていたり、別の動詞で現れ
たりしており、筆者はこれを意訳と判断した。用例については紙幅の都合上、割愛する。 
4 〔 〕内の数字は、左がタガログ語版出典箇所、右が日本語版出典箇所を表す。 
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2.3.4. ④自他対応の動詞 
全 33 例のうち、9 例が他動詞であった。これは全体の 27.3％であり、本調査におけるセ
ル／サセル形の割合よりも多かった。
尚、9 例のうち 4 例が“magpatuloy”「（動作を）続ける」の用例であり、異なり語数は 5
例である。 
 9 例のうち 8 例が、無情物の目的語をとっている。先行研究で見たように、日本語の使
役文では、無情物を目的語に置くと不自然になってしまう。したがって、これらの例では
セル／サセルではなく、使役の意味をエンコードする別の方法として、他動詞を選択して
いると考えられる。 
以下、一部の用例を記す。尚、目的語を波線で示した。 
“magpatuloy”「続ける」（AFでは「続く／進む」） 
(2) Magkakamitan kung mag-pa~pa-tuloy si Blas  sa= pakiki-pagtalo 
争い  もし AF:CAUS:PROS:継続する P.NOM ブラス LOC= 議論 
kay = Donya Leona. 
P.LOC=  ドニャ・レオナ
ブラスがドニャ・レオナと議論を続けていたならば、熱い戦いになっていたことであ
ろう。 
〔31, 32〕 
2.3.5. ⑤その他 
 その他、先行研究を元にした上記の 4 パターンに当てはまらなかったものが、13 例あっ
た。卒業論文では 13 例を、日本語での現れ方を元に 5 つに分類したが、下記の「頼む」を
使った例以外の傾向を明らかにするとができなかった。 
 予備調査では現れなかったが、「（動作）を頼む」という形が 2 例現れた。どちらも
“magpatahi”、「仕立てさせる」を使った用例である。 
(3) Pati mga lalaki‘y nag-pa~pa-tahi sa=   kanya=ng polo at barong, ... 
も PL 男は AF:CAUS:PROS:仕立てる LOC= 3GEN=LK   ポロシャツ と 服（略） 
男たちは、ポロシャツや服の仕立てを彼女（ピナ）に頼んだ。 
〔12, 14〕 
ピナは裁縫を仕事にしている女性であろうことが前後の文脈から読み取れる。 
 用例はどちらも、男たちもしくは近所の娘たちが、ピナに「頼む」ことで「仕立てる」
という行為を引き起こしている。これは、1.3.1. 節で述べられた使役文の定義「使役者（使
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役の主体）が、被使役者（動きの主体・能動主体）による動きの実行・成立に関わってい
るものとして事態をとらえ、表現するもの(日本語記述文法研究会編 2009a: 261)」と近い。
しかし「仕立てる」という行為により、依頼主にいく恩恵があるため、セル／サセルより、
テモラウを使った表現に近いものだと筆者は考える。 
 
 分類のできなかった 11 例のうち 1 例を以下に紹介する。 
 尚、“magpatag”は辞書に、「平らにする」という意味で見出し語として掲載されている。 
 
(4) May  mga  nag-pa~pa-tag     ng  daan, ... 
いる PL  AF:CAUS:PFV:平らな  GEN  道  （略） 
 
ある者は道の凸凹を平らにし、（略） 
〔49, 51〕 
 
2.4. 調査 2のまとめと問題点 
 本調査は、タガログ語原作の小説と、その日本語翻訳版である 2冊を使用し、予備調査
の結果を踏まえた以下の仮説の検証のため行った。 
 
 仮説：参考書からの例は、使役がわかりやすいものばかりであることが予想される。小 
    説を用いた調査では、形態的使役以外の多様な例がでてくるのではないか。 
 
 予備調査と本調査の結果の比較を、次の表 1にまとめた。 
 
表 1: 予備調査と本調査の結果比較 
  セル／サセル テモラウ 
その他  
計 意訳  語彙的使役 その他 
予備調査 25 (54.3％) 10 (21.7%) 11 (23.9％) 46 
本調査 6 (18.2%) 1 (3.0%) 
26 (78.8％)  
33 4 (12.1%) 9 (27.3%) 13 (39.4%) 
 
 本調査においては、セル／サセル形は 18.2％にあたる 6 例現れた。これは、46 例中 25
例セル／サセルの現れた予備調査よりも少なかった。実際の文脈に沿った場合、タガログ
語では使役動詞が使われていても、日本語では形態的使役が出づらいということがいえる。 
 この理由として、セル／サセルは、指示・命令のニュアンスが強くなってしまうことが
あげられると筆者は予想した。円滑なコミュニケーションのための相互乗り入れが起こり、
セル・サセルが出づらくなるからではないかと筆者は考える。 
 語彙的使役は、目的語が無情物のときに多く現れた。これは日本語の使役文は、無情物
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を目的語に置くと不自然になることが原因と考えられる。 
 分析の叶わなかった例のなかには、辞書に見出し語として掲載されているものも多数あ
った。特別な意味として根付いている言葉の可能性もあるため、今後は辞書の掲載の有無
も考慮した調査の必要がある。 
3. おわりに
本研究では、タガログ語の行為者焦点使役動詞と日本語の対応箇所を対照し、日本語で
は、形態的使役であるセル／サセルが出づらい傾向を明らかにした。日本語訳に現れた「テ
モラウ文」「頼む」の形式や語彙的使役の出現理由の一端も明らかにすることができた。し
かしながら、調査結果において、特徴や傾向などの分析に至らない例も多数あった。それ
らの解析を今後の課題としたい。 
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